


二胡を始めてみたい方へ
あんな風に二胡を弾きたいな・・・

憧れのあの曲が弾けたら楽しいだろうな・・・

友達が演奏しているのを見たり、

プロの演奏家に憧れたりして

自分もやってみたいな！

と思ったことがありませんか！？

そんな風に気軽に楽器を始めるのって、

とっても素敵なことです。

私たちは皆さんの楽器ライフへの

はじめの一歩を応援します。

古月琴坊は、専門の技術者による修理、調整等のアフターケアも万全です。
ユーザーの皆様に安心して楽器をお使いいただける様、サポート体制の充実
にも力を入れております。

古月琴坊 輸入発売元 マックコーポレーション株式会社

http://www.maccorp.co.jp

お客様の”知りたい”にお答えする充実のコンテンツ。

商品に関するお問い合わせはこちらから！！

二胡って難しいのかしら？

お手頃の二胡はどうなのかしら？

調子が悪くなってしまったかしら？

二胡は練習すればだれでも演奏できる楽器です。

一見難しいように見えて、 実はシンプル。

大切なのは続けること。

あせらずにじっくりとあきらめずに練習していたら

必ず演奏できるようになります。

始めたいけど続くかどうか分からない状態では、

買うのにちょっと勇気が要りますよね。

そんな中、 お店でお求めやすい価格で売られている

楽器はどうなんでしょう？

「結論、 しっかり選べば大丈夫！！」
検品や調整がしっかりとされていることが、

選ぶ基準の目安です。

「最近音が出にくい気がするなぁ」

「糸巻きがすぐにゆるんじゃう ・ ・ ・ 」

「ケースに入れたまま楽器を落としてしまった！」

そんな時は専門家にお任せ！
二胡は常に良いコンディションを保つために

日々のお手入れと合わせて定期的な調整が必要です。

楽器の調子がおかしいと感じたり、

不意の事故で楽器の調子が悪くなってしまっても、

個人の判断で無理に直そうとせず、

早めに楽器を専門家に見てもらいましょう。

「古月琴坊」二胡おすすめポイント
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二胡弓

二胡本体

①名称
そうじゃの、まずはそれぞれの呼び方を
教えようぞ。

アルフー老師

        ＆キン坊

二胡Q

毛（馬の尾毛） フロッグ スクリュー

写真は弓の手元側です。

↑使い込まれて、弓毛がボロボロになってしまった弓。

スクリューフロッグ

チップ

棹

棹

毛（馬の尾毛）

キン坊

老師

二胡弓は毛替えでなく、
「交換（買い替え）」

二胡の世界ではバイオリンなどと違って弓
は消耗品だというのが一般的じゃ。

弓毛が切れて量が減ったり、伸びてゆるん
できたり、松脂の乗りが悪かったり・・・

そう感じたなら弓の「交換時期」じゃな。

もちろん使い方にもよるが、新品から使っ
てだいたい2～3年が目安じゃの。

弓の価格も6,000円から20,000円ぐらい
で売っとるから、時期が来たら買い替え
じゃ。

二胡の弓は竹材でできた棹と、馬の尾毛を束ねたものでつくられています。
形が2種類あり、「北方式（北京式）」「南方式（上海式）」と呼ばれています。

わしの名前は、「アルフー老師」じゃ！
「古月琴坊」二胡キャラクターで、チラシにたまに載っておるぞ。
また探してみてくれ。弟子の「キン坊」も一緒じゃ。
二胡は中国文化において根深く伝統的な楽器じゃ。最近では日本
でも学びたい人が増えて嬉しいぞ。ぜひ二胡を堪能してくれ！

老師！さっそくですが、二胡のイロハを
おねがいしまーす！

上級モデルになるほど、

ヘビ皮も良い部位のものが

使われているんだってさ！

老師！フロッグ以外にも、

北方式と南方式の違いを発見しました！

◆千斤
バイオリンやギターでいう上駒の役割をしています。
主に綿やポリエステルの素材を使った糸で
巻かれていることが多いです。

◆駒
皮の中心に置き、弦の振動を皮に伝える
役割をしています。

◆コントロールマット（フェルト等）
二胡の雑音を抑える音質調整材の役割を
しています。弦と皮の間に挟むように取り付
けます。

◆でんぺん
弓を操作しやすいように蛇皮の端に板状の部品が
貼られています。白色のものや鼈甲（べっこう）
柄などの種類があります。

◆胴　
蛇皮に伝わった弦の振動を
増幅、拡大させる部分です。

◆蛇皮
駒に伝わった弦の振動を胴に伝える共鳴板の役割
を果たしています。ニシキヘビ皮は、ワシントン条約に
基づき輸出入が規制されています。

◆弦
2本の弦が張られています。
外弦はA、内弦はDに調弦します。（※P.10参照）

◆糸巻き（ペグ）
調弦する際にこの部分を回します。

◆スクリュー
弓に楽器を取り付ける際にスクリューを
回します。また、毛の張りを調整すること
ができます。

◆毛（馬の尾毛）
繊細な音が出るよう、モンゴル産の
白毛を使用しています。

◆棹
素材には紅竹など様々な種類の竹を
使用しています。

★弓の先端
北方式は毛の先端にチップが入っているものが多いが、
南方式はチップの入っていないものが多い。

北方式　：　フロッグ部分から先端側にかけて、南方式
ほど大きくカーブしていない。
南方式　：　同じ部分について、棹が上に膨らむように
大きくカーブ。

◆フロッグ（北方式と南方式で異なる形状）
北方式は輪になった毛の端を付け外しできるため、
より簡単に取り付けができます。
南方式は毛と一体になった固定式で、棹から
外して付け外しを行います。

北方式（北京式）

南方式（上海式）

★棹の手元側のカーブ

毛量は約220～260本程度が
最良と言われています。
1～2割も減ると綺麗な音が出
ません。また、毛のキューティク
ルが損なわれると松脂が付きに
くくなり、音色も悪くなってしまいま
す。

棹

弦

千斤〔せんきん〕

（上駒〔うわごま〕）

糸巻き（ペグ）

金属軸糸巻き

内弦を
巻く糸巻き

外弦を
巻く糸巻き

内弦を
巻く糸巻き

外弦を
巻く糸巻き

内弦

外弦

皮

駒

内弦

外弦
でんぺん

胴

胴敷
（どうじき）

コントロールマット
（フェルト）

二胡弓は買い替えが必要じゃ。
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松ヤニ粒子 ひっかきくん

※ご使用の前に、本体に付属した注意事項のご案内をよくお読

みください。

※水分・油分を好まない蛇皮へのご使用はお勧めいたしません。

※堆積して固着してしまった松脂の除去はできません。

老師

キン坊二胡Q

アルフー老師

        ＆キン坊

つぎは松ヤニについての説明じゃ。
これを塗らんことには、音を奏でる
ことはできんぞ。

そもそも音が出んのじゃ！！

二胡専用松ヤニもあるが、

　　バイオリン用の松ヤニでも使えるぞ。

はい老師！
でも、ボクはそんなものに頼らないで
二胡を演奏できるようになりたいです！

刃物を使うときは

くれぐれも気を付けよう！

②松脂（まつやに）

松脂クリーナー RC-023

税込定価 1,100円

容量 約9ml

松脂とは？

松脂で音が出る！？

松脂の塗り方

演奏後は…

構成成分は樹脂＋柔軟剤（ひまし油のような酸化しにくい油）。
配合の比率で性質が変わります。

松脂の同じ部分だけを使い続けると、

その部分だけすり減るため、溝ができて

しまいます。

そうなると松脂が割れやすくなりますので、

表面をまんべんなく使用してください。

買ったばかりの弓では音が出ません。
人の髪の毛と同様に弓の毛にもキューティクルがあります。
このキューティクルに松脂の粒子が付着することで弦と毛の摩擦力が増大します。
これにより弦が振動し始め、その弦の振動を楽器本体が増幅することで初めて音になります。

初めて松脂を塗るときは、しっかり時間をかけて塗り込んでください。
松脂が足りないと弓が滑り、音が出にくくなります。

2回目以降は、弓が滑ると感じはじめたところで松脂を補充してください。
補充の時に松脂を付けすぎないようご注意ください。付けすぎると松脂の
粉が楽器に付着して白く目立ちます。また、雑音が目立つことがあります。

松脂除去の場合、左記の松脂クリーナーを使用すると便利で
す。楽器用のクロスに少量のクリーナーを含ませ、楽器の表面
を軽く拭き取ってください。本体に付着した松脂をきれいに落とす
ことができます。１．右手で弓、左手で松脂を持ちます。

２．弓の毛を松脂の上に乗せて、少し強めに何度も往復させ、
毛全体にまんべんなく松脂を擦り付けます。
※二胡では弓の毛の両面を使いますので、両面に松脂を塗っ
てください。

擦り付けた後は、毛に松脂の粉末が白く付着します。強い力を
加えすぎたり、弓が大きく左右にぶれたりしない限り、簡単に毛
が切れることはありません。

こんなのもあると便利だよ♪

演奏後は、胴や棹に付着した松脂や汗を柔らかい布でやさし
く拭き取ってください。
松脂が付着したままにしておくと、こびりついて簡単に落ちなく
なる場合があります。

※　胴に張ってある皮は、非常にデリケートな部分なので、胴
などの汚れを落とす際には、皮を傷めないよう、十分にご注意
ください。
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約1.8cm約1.8cm

駒

コントロールマット
（フェルト）

老師

二胡Q

アルフー老師

        ＆キン坊

キン坊

③駒・千斤

④弓の取り付け

駒・コントロールマットの取り付け

千斤について
駒から千斤（上駒）までの有効弦長の目安として、およそ38cm～39cmの長さに
すると響きが良くなると言われています。駒から測ってこの位置に取り付けます。

◆北方式

◆南方式

胴に張ってある皮は、非常にデリケートな部分なので

駒立てなどの際には皮を傷めないよう、十分ご注意ください。

楓や黒檀、紫檀材で
作られたものや、職人による

ハンドメイドのものなど。
音色や響きが駒によって

も変化します。

ここでは二胡の組み立て方を伝授しようぞ。

そんなことはない。
しっかり覚えれば、屁でもないぞい！

千斤の巻き直しは慣れないうちはむずかしいんじゃ。
でも、買ったときはすでに巻かれておるから、
安心していいぞい。

毛束を通す方向に
注意じゃ。

はい老師！
でも、なんだかムズかしそうですぅ・・・

老師！お下品でございます！

駒にも
いろんな種類があるんだ♪

指で弦と弦の間を
広げると通しやすいよ♪

弓毛は音や毛の劣化を防ぐためにも、
なるべく素手で触らないように気を付けよう！

気をつけて！

北方式の弓は、スクリューをゆるめてフロッグから毛束を取り外します。

南方式の弓は、スクリューを回して弓から外し、毛束と一体になったフロッグごと取り外します。

手順①　弓のスクリューを写真の矢印の方向に回して、毛束を取り外します。

手順②　内弦と外弦の間に毛の弓を通して、①と逆の手順で弓を元の状態に戻します。

弦をゆるめてから、下の写真のように駒・コントロールマットを取り付けます。
駒の位置は、全体に振動が伝わり響きが良いため、蛇皮の中心が最適とされています。

次に、付属のコントロールマット（フェルト）を駒の下に挟み込みます。コントロールマットを装着することによ
り、高音の余分な成分（雑音）を抑えることができ、僅かな装着位置の違いで音色が変化するため、音
質調整の役割も果たします。

約38cm~39cm

外弦内弦

弦と棹の距離は、千斤の部分で約1.8cmの高さを保つよう
にします。

※腕の長さや手の大きさ、指の長さには個人差があるた
め、手が大きめの人は高めに、手が小さい人や子供につ
いては低めの高さに取り付けるなど、状況に応じて千斤を
調節してください。
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二胡弱音器　ERM-01

税込定価 1,320円

蛇皮休め　SSR-01

税込定価 1,320円

クリップ式の弱音器を駒に挟む

だけで、自宅や夜間の練習時

に音量を下げることができます。

弦と蛇皮との間に挟み、駒にか

かる弦の圧力を分散させて蛇皮

への負担を和らげます。

� �f��

('�ç

二胡に限らず、全ての弦楽器は楽曲演奏の前に調弦が必要になります。
演奏前には、糸巻きを回して各弦の調弦を行います。

糸巻きを回すときは、一気に回さずに、少しずつ回して調弦してください。
一気に回すと、弦が切れるなど思わぬ事故が起きる恐れがあります。

＜内弦＞
上の糸巻きを時計周り（構えた状態で外側に向かって）に回し、開放弦をD（ピアノのレの音）に調弦します。

＜外弦＞
下の糸巻きは、木軸の場合は上の糸巻きと逆方向（構えた状態で内側に向かって）に、
金属軸の場合は上の糸巻きと同じ方向に回し、開放弦をA（ピアノのラの音）に調弦します。

※開放弦…弦をどこも押さえていない状態のこと

/ D / A

弓は外して保管するか、写真（左）
のように糸巻きに弓を挟みこんで
保管してください。

演奏後は蛇皮の保護のため、弦をゆるめて駒を外すか、
写真（右）のように胴の端に駒をずらして保管してください。

二胡の駒は蛇皮の中心に立て、弦の振動を共鳴板である蛇皮に
伝える役割を果たしています。
駒を蛇皮の中心に立てたままの状態にしておくと圧力が一点に集中
してしまい、時間の経過とともに蛇皮の中央がゆるんできてしまいます。

別売りの「蛇皮休め」を使用することで、蛇皮にかかる弦の圧力を
分散させ、蛇皮への負担を和らげることができます。

木軸の糸巻きは、押し込みながら（棹
の方に力を入れながら）回して調弦を
してください。
押し込みながら回すことで、糸巻きが
しっかりと固定され、糸巻きが戻らず、
音程が狂いにくくなります。

※金属軸糸巻きは押し込む必要はあ
りません。
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金属軸糸巻き

押し込む

押し込む内弦

外弦

Wittnerアジャスター

① No.901

② No.908-014 税込定価 1,100円

税込定価 550円

ドイツの名門ウィットナー社製アジャスタ

ー。スクリューが柔らかく、より滑らかな音

程の微調整を可能にします。

① ②
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